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公益社団法⼈ ⼟⽊学会  北海道⽀部

実施︓ 2014年2⽉2⽇（⽇）13:15〜14:45

回答︓ 77.1%、27名／35名（参加者22名、オブザーバ13名）

 問1 ご所属を教えてください。

回答数

11

8

2

4

0

2

27

 問2 年齢、性別を教えてください。

回答数

14

9

3

1

0

27

※回答者が特定される可能性があるため、性別については表⽰しない。

 問3 当交流サロンの満⾜度を５段階で⽰してください。

回答数

0

0

1

8

18

27

4.63平均

年代

5点

評価点

N

3点

4点

建設会社

コンサルタント

教育機関

その他

⼟⽊学会 北海道⽀部 若⼿技術者の交流サロン
アンケート調査結果

学⽣

N

年代

N

1点

2点

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

⾏政
学⽣ 41%

⾏政 30%

建設会社 7%

コンサルタント

15%

教育機関 0% その他 7%

20歳代 52%30歳代 33%

40歳代 11%
50歳代 4%

3点

4%

4点

29%

5点

67%
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 問4 ご意⾒やご感想、ご要望をお聞かせください。
（抜粋。緑︓感想、⾚︓意⾒・要望）
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学⽣も含め様々な考え⽅に出会え、良い経験になりました。（団体職員、30歳代）

難しい議題であったが、様々な企業の⽅々の貴重なご意⾒を拝聴させていただき、⼤変、有意義な
時間となりました。（学⽣、20歳代）

産・官・学のつながりを強めるような学会活動を望んでいます。（コンサルタント、30歳代）

様々な技術者の交流があってよかった。（⾏政、30歳代）

せっかくですので、もう少し⼤規模に⾏っても良いかと思います。（学⽣、20歳代）

様々な分野の専⾨家が集まって議論できる場をつくってほしい。（学⽣、20歳代）

この交流サロン⾃体は⾊々な⽴場、意⾒を持っている⼈と交流できて楽しかったです。事前にもう
少し内容について教えてほしかったです。（学⽣、20歳代）

このような機会は今後も続けていった⽅が、各々の⽴場での活性化につながると思います。（建設
会社、30歳代）

１学⽣としては、⾮常に有意義な時間でした。実際の現場を知っている⽅との話し合いはとても重
要なものに感じました。（学⽣、20歳代）

「プロの集団＝チームワーク」「ゼネコンが笑えるものづくり」（⾏政、30歳代）

⾊々な⽴場の⼈と話す良い機会。「⼟⽊」のことを様々な視点で考え、話し合い、勉強になった。
（建設会社、30歳代）

幅広い分野の⼈たちが集まったにも関わらず、全員の着眼点が同じであり、とても有益な場でし
た。討議の時間が短く、もう少し時間が欲しかった。（学⽣、20歳代）

さまざまな分野、⽴場の⽅たちとお話しすることができて楽しかったです。このような機会には多
く参加したいと思いました。（学⽣、20歳代）

またこのように⾊々な⽴場、分野の⼈が集まる機会が欲しいです。（コンサルタント、20歳代）

時間がもっと必要。産学官、学と官のつながりをもっと意識して仕事したい。良い刺激になった。
（⾏政、30歳代）

社会⼈の⽅から様々な意⾒を聞くことができ、とても貴重な経験ができました。（学⽣、20歳代）

⼤学にいると他と接点がないため、⽀部論の際にでも⾏なってくれればありがたいです。（学⽣、
20歳代）
短い時間の中で様々な所属の⽅々と交流をもてたのは良かった。今回は２つのテーマだったが、
もっと幅広く会話ができたら良い。予想以上に⼈がいたので驚いた。こういうのが続けば良いと思
いました。（コンサルタント、20歳代）

若い⼈達の意気込みを感じた。益々の活躍を期待する。（⾏政、50歳代）

当サロンが将来ビジョンに反映されるのであれば、全国的な統⼀テーマで実施された⽅が良かった
と思います。（⾏政、40歳代）

分野や所属の異なる⼈と同じテーマについて意⾒を交換しあう機会はとても貴重だった。（⾏政、
30歳代）

将来をになう学⽣と実社会で働く先輩達と交流する事が重要と思いました。学校教育に実社会との
接点をもっと取り⼊れると、⼟⽊学会の若⼿を育てられると思います。記念事業とせず各⽀部で
もっと交流の場を作り、つなげるのが⼟⽊学会と思います。（その他、40歳代）

様々な話ができ、おもしろかったです。もう少し時間があればもっと⾊々な話ができたと思いま
す。（学⽣、20歳代）
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